
詳しくは県議会ホームページの本会議録画中継をご覧ください。　9月定例議会日程は 9/19 ～ 10/7（一般質問は 9/25 ～ 9/30）です。

令
和
元
年 

６
月
定
例
会
一
般
質
問

（
増
田
県
民
文
化
部
長
）

　

長
野
県
警
察
が
県
内
全
て
の
保
育

所
、
幼
稚
園
等
を
訪
問
し
、
実
際
に

散
歩
ル
ー
ト
を
回
り
な
が
ら
安
全
確

認
を
行
い
、
そ
の
中
で
「
安
全
確
保

長
野
県
議
会
議
員
と
し
て
、
２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
１
期
4
年
の
活
動
の
中
で
は
、数
々
の
経
験
と
知
見
、そ
し
て
大
切
な
「
ご

縁
」
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、一
方
で
、こ
の
出
来
得
た
皆
様
と
の
「
つ

な
が
り
」
の
中
で
、
今
ま
で
知
る
こ
と
の
無
か
っ
た
分
野
の
現
状
や
数
々
の
課

題
も
見
え
て
参
り
ま
し
た
。
こ
の
ご
縁
と
経
験
と
い
っ
た
一
期
目
の
糧
を
活
か

し
、
皆
様
に
恩
返
し
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
更
に
身
近
で
皆

様
に
寄
り
添
い
「
住
み
た
い
・
育
て
た
い
ま
ち
か
ら
育
て
る
ま
ち
へ
」。
安
曇

野
市
、
そ
し
て
長
野
県
の
た
め
に
全
力
で
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

重
点
箇
所
」を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、

散
歩
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
交
通
安
全

に
関
す
る
助
言
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
現
在
、
各
警
察
署
に
お
い

て
、
６
月
中
を
目
途
に
全
て
の
施
設

の
訪
問
を
完
了
す
る
よ
う
進
め
て
お

り
、
６
月
20
日
時
点
で
約
８
割
の
訪

問
を
終
了
し
て
い
る
。

（
増
田
県
民
文
化
部
長
）

　

保
育
所
等
の
施
設
の
訪
問
、
ル
ー

ト
の
安
全
確
認
を
終
了
し
た
後
、
県

交
通
安
全
運
動
推
進
本
部
そ
し
て
地

方
部
に
お
い
て
、
関
係
者
が
、
施
設

整
備
等
を
検
討
す
べ
き
場
所
な
ど
の

情
報
を
共
有
す
る
。
そ
の
後
９
月
末

を
目
途
に
、
交
通
安
全
運
動
推
進
地

方
部
ご
と
に
、
保
育
所
の
設
置
者
、

県
警
、
道
路
管
理
者
等
に
よ
る
合
同

点
検
を
実
施
し
、
交
通
安
全
施
設
や

道
路
施
設
な
ど
、
整
備
が
必
要
な
箇

所
を
抽
出
し
、そ
の
上
で
、そ
れ
ぞ
れ

の
施
設
管
理
者
に
お
い
て
、優
先
順
位

の
高
い
も
の
か
ら
計
画
的
に
準
備
を

進
め
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

（
長
谷
川
建
設
部
長
）

　

管
理
者
の
異
な
る
交
差
点
の
改
良

で
は
、路
線
が
重
複
す
る
場
合
に
は
、

道
路
法
の
規
定
に
よ
り
、
国
道
と
県

道
な
ら
国
道
、
県
道
と
市
町
村
道
な

ら
ば
県
道
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管

理
者
が
整
備
等
を
行
う
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
。
よ
っ
て
、
例
え
ば
県
道
と

市
町
村
道
の
交
差
点
で
は
、
安
全
対

策
を
は
じ
め
、
抜
本
的
な
改
良
に
つ

い
て
も
、
そ
の
影
響
範
囲
を
含
め
、

県
道
の
管
理
者
が
整
備
等
を
行
う
こ

と
と
な
る
。
今
回
の
緊
急
合
同
点
検

の
結
果
を
踏
ま
え
た
安
全
対
策
や
抜

本
的
改
良
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
整

備
や
対
策
を
先
行
す
る
な
ど
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
進
め
て
い
く
。

（
伊
藤
企
画
振
興
部
長
）

　

現
状
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

サ
イ
ク
リ
ス
ト
で
は
な
い
他
の
方
に

迷
惑
を
か
け
る
と
い
っ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
為
、当
面
の
対
策
と
し
て
、

空
港
敷
地
内
に
自
転
車
の
組
立
・
整

備
が
行
え
る
仮
設
ス
ペ
ー
ス
を
設
け

る
。
な
お
、
新
た
な
専
用
ス
ペ
ー
ス

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
ニ
ー

ズ
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

（
伊
藤
企
画
振
興
部
長
）

　

サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
誘

客
の
取
組
は
、
松
本
空
港
発
着
便
の

利
用
促
進
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
折
し
も
こ
の
夏
、
県
で

は
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
の
機
内
誌
に
お
い
て
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
安

曇
野
エ
リ
ア
を
紹
介
す
る
記
事
を
掲

載
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。
今
後
と

も
、
ご
提
案
の
Ｆ
Ｄ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
活
用
も
含
め
、
松
本
空
港
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
効
果
的
な
情
報
発

信
に
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

（
中
村
観
光
部
長
）

　

安
心
、
快
適
に
楽
し
め
る
よ
う
、

ル
ー
ト
の
ポ
イ
ン
ト
ご
と
に
サ
イ
ク

ル
ラ
ッ
ク
を
設
置
す
る
等
の
環
境
の

整
備
は
、
自
転
車
を
活
用
し
た
観
光

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
大
切
な

こ
と
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
県

内
で
は
、
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を

策
定
す
る
以
前
か
ら
、
先
行
し
た
形

で
諏
訪
地
域
等
に
お
い
て
、
元
気
づ

く
り
支
援
金
等
を
活
用
し
、
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
県
が
管
理
す
る

道
の
駅
に
お
い
て
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ

ク
、
自
転
車
の
調
整
・
組
立
ス
ペ
ー

ス
等
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
店
舗

や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
等
へ
の
サ
イ
ク
ル

ラ
ッ
ク
の
設
置
を
含
め
た
サ
イ
ク
リ

ス
ト
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
自
転
車
活
用
推
進
計

画
に
基
づ
く
サ
イ
ク
リ
ン
グ
モ
デ
ル

ル
ー
ト
の
検
討
に
あ
わ
せ
、
市
町
村

や
地
域
振
興
局
、
関
係
者
の
皆
様
と

相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

（
井
出
林
務
部
長
）

　

多
く
の
人
が
集
ま
る
観
光
地
等

で
、
県
産
材
を
利
用
し
、
自
転
車
利

用
者
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、
波

及
効
果
が
期
待
で
き
、
県
産
材
の
利

用
拡
大
に
繋
が
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
県
で
は
道
の
駅
へ
の
木
製
サ

イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
の
設
置
や
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
周
辺
施
設
の
木
質
化

等
の
取
組
に
支
援
し
て
き
た
。
引
き

続
き
、
市
町
村
や
地
域
の
関
係
者
と

連
携
し
、
松
枯
れ
材
を
含
む
県
産
材

を
利
用
す
る
取
組
に
支
援
す
る
こ
と

で
、
県
産
材
の
利
用
拡
大
に
繋
げ
て

い
く
。

（
長
谷
川
建
設
部
長
）

　

県
道
塩
尻
鍋
割
穂
高
線
に
つ
い
て

は
、
歩
道
未
設
置
区
間
の
路
肩
塗
装

や
交
差
点
改
良
と
歩
道
整
備
を
実
施

中
で
あ
り
、
引
き
続
き
歩
行
者
の
安

全
対
策
を
推
進
し
た
い
。
２
０
２
２

交
通
弱
者
に
対
す
る
環
境

整
備
に
つ
い
て

１

長
野
県
自
転
車
活
用
推
進

計
画
に
つ
い
て

２

や る 気・ 元 気・ 信 州 に 好 機

寺沢こうき　県政報告
問
「
県
交
通
安
全
運
動
推
進
本

部
」
は
、県
内
の
全
保
育
所
、

幼
稚
園
等
の
施
設
が
利
用
す
る
散
歩

ル
ー
ト
の
緊
急
安
全
確
認
を
６
月
末

ま
で
に
行
う
と
発
表
し
た
が
、
現
在

ま
で
の
安
全
確
認
の
実
施
状
況
は
。

問
道
路
管
理
者
が
異
な
る
交
差

点
の
幅
員
拡
張
や
歩
道
設
置

な
ど
、
抜
本
的
な
交
差
点
改
良
を
行

う
場
合
は
、
予
算
確
保
、
用
地
買
収

等
を
そ
れ
ぞ
れ
の
道
路
管
理
者
が
行

い
、
両
管
理
者
が
協
力
し
同
時
に
事

業
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
か
、

或
い
は
ど
ち
ら
か
の
管
理
者
が
先
導

し
て
事
業
を
行
う
こ
と
が
出
来
る
の

か
。
県
の
見
解
は
ど
う
か
。

問
今
回
の
安
全
確
認
に
よ
り
洗

い
出
さ
れ
た
「
安
全
確
保
重

点
箇
所
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
24
年

度
に
行
わ
れ
た
通
学
路
の
緊
急
合
同

点
検
の
と
き
に
要
対
策
箇
所
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
た
箇
所
と
同
様
、
長

期
的
な
安
全
対
策
計
画
の
作
成
を
予

定
し
て
い
る
の
か
。
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

問
信
州
ま
つ
も
と
空
港
を
発
着

す
る
Ｆ
Ｄ
Ａ
定
期
便
に
は
ス

ポ
ー
ツ
用
自
転
車
搭
載
サ
ー
ビ
ス
が

用
意
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
信
州

ま
つ
も
と
空
港
に
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
が
自
転
車
を
組
み
立
て
る
場

所
が
な
い
。
今
後
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
整

備
に
お
い
て
設
置
を
視
野
に
入
れ
る

の
は
勿
論
、行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、

簡
易
的
な
も
の
で
も
い
い
の
で
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置

が
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

問
県
内
飲
食
店
等
店
舗
へ
の
サ

イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
設
置
推
進
に

対
し
、
補
助
金
も
含
め
た
今
後
の
取

組
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

問
観
光
地
等
に
木
製
サ
イ
ク
ル

ラ
ッ
ク
を
設
置
す
る
こ
と
に

よ
り
、
県
産
材
の
Ｐ
Ｒ
や
、
松
枯
れ

材
の
利
用
に
繋
が
る
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

問
自
転
車
活
用
推
進
計
画
に
あ

る
、
県
内
全
域
を
周
遊
す
る

「
ジ
ャ
パ
ン
ア
ル
プ
ス
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
」
の
ル
ー
ト
に
な
る
で
あ

ろ
う
、
県
道
25
号
・
塩
尻
鍋
割
穂
高

線
の
穂
高
温
泉
郷
エ
リ
ア
に
は
歩
道

が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
設
置
を
要

望
す
る
と
と
も
に
、
計
画
に
伴
う
ハ

ー
ド
整
備
の
概
要
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
伺
う
。

さ
ら
に
身
近
で
全
力
で

問
Ｆ
Ｄ
Ａ
と
連
携
し
て
サ
イ
ク

リ
ス
ト
誘
客
に
向
け
た
情
報

発
信
に
力
を
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

仮設スペースが設置されました



平成 28 年 9 月定例会一般質問で取り
上げました「梓橋」ですが、拡幅工事が
実施されることになりました。現在、片
側一車線と狭くなっている中央部 73・2
ｍの区間を拡幅する工事で、今年度は 11
月以降に橋脚拡幅工事が実施され、令和
2年 11 月以降、令和 3年３月末まで橋
梁拡幅工事が実施される予定です。この
拡幅により、安曇野市側に変更はありませんが、松本市側の右折レーンが、現在の 58
ｍから 146ｍに延長される予定で、渋滞緩和が期待されております。

副議長及び各会派代表 1名で構成される「議
会広報委員会」の委員に今回、議長より委嘱さ
れました。広報誌の発行や、対話集会「こんに
ちは県議会」、小学生の議場見学の際の説明等に
携わります。また、大学生や高校生との意見交
換会も予定されております。県民により身近な
県議会を目指して取り組んで参ります。

年
度
ま
で
の
計
画
期
間
中
に
、『
ジ

ャ
パ
ン　

ア
ル
プ
ス　

サ
イ
ク
リ
ン

グ
ロ
ー
ド
』
に
つ
い
て
県
内
１
周
ル

ー
ト
の
設
定
を
行
う
ほ
か
、「
諏
訪

湖
周
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」「
北

ア
ル
プ
ス
地
域
サ
イ
ク
リ
ン
グ
モ
デ

ル
コ
ー
ス
」
を
先
行
整
備
区
間
と
位

置
付
け
、
県
管
理
区
間
の
路
面
標
示

な
ら
び
に
案
内
標
識
の
整
備
を
行

う
。
こ
の
ほ
か
、
主
に
都
市
内
の
道

路
に
つ
い
て
、
自
動
車
や
歩
行
者
と

の
分
離
や
、
矢
羽
根
型
路
面
標
示
の

整
備
等
を
行
い
、
自
転
車
通
行
空
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
図
る
。
こ

れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
計
画
期
間
内

に
、
約
１
８
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
自

転
車
通
行
空
間
を
整
え
て
い
く
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。

（
中
村
観
光
部
長
）

　

自
転
車
活
用
推
進
計
画
に
よ
る
サ

イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
官
民
連
携
で

進
め
る
た
め
、
県
内
に
お
い
て
自
転

車
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に
先
進
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
を
中
心

に
、
今
月
「
ジ
ャ
パ
ン 

ア
ル
プ
ス 

サ
イ
ク
リ
ン
グ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
取
組
み
と
し
て
は
、
国
内
外
の

サ
イ
ク
リ
ス
ト
に
向
け
て
イ
ベ
ン
ト

や
お
す
す
め
の
ル
ー
ト
等
を
一
元
的

に
情
報
発
信
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

構
築
、
県
内
を
周
遊
す
る
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ル
ー
ト
を
設
定
し
て
い
く
際
の

支
援
、
会
員
同
士
の
情
報
共
有
を
図

っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
県
は

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会
員
と
し
て
参
画

し
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
活
用
し
た
観
光
誘

客
等
に
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。
自
転
車
活
用
推

進
計
画
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る
「
ジ

ャ
パ
ン 
ア
ル
プ
ス 

サ
イ
ク
リ
ン
グ 

ブ
ラ
ン
ド
」
の
構
築
に
向
け
、
民
間

な
ら
で
は
の
柔
軟
な
ア
イ
デ
ア
を
も

っ
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
計
画
の
着
実
な

推
進
に
さ
ら
に
力
を
発
揮
し
て
も
ら

え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
増
田
県
民
文
化
部
長
）

　

県
内
大
学
に
お
い
て
は
、
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
お
け
る
「
発
達

障
害
に
関
す
る
配
慮
事
項
」
に
準
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。
具

体
的
に
は
、
自
閉
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ

ー
症
候
群
、学
習
障
害
な
ど
に
よ
り
、

配
慮
を
必
要
と
す
る
受
験
生
に
つ
き

ま
し
て
は
、
事
前
に
障
害
の
状
況
や

受
験
に
際
し
て
配
慮
が
必
要
な
事
項

を
医
師
の
診
断
書
を
添
え
て
大
学
に

申
請
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
受
験
日

寺沢こうき　県政報告や る 気・ 元 気・ 信 州 に 好 機

当
日
に
配
慮
を
行
っ
て
い
る
。
各
大

学
で
は
、
試
験
時
間
の
延
長
、
問
題

冊
子
の
文
字
の
拡
大
、
受
験
上
の
注

意
事
項
の
文
書
で
の
配
布
、
一
般
の

受
験
生
と
は
別
の
部
屋
で
の
受
験
、

試
験
室
入
口
ま
で
の
介
添
え
者
の
同

伴
な
ど
、
配
慮
が
な
さ
れ
て
お
り
、

長
野
県
立
大
学
も
同
様
の
対
応
を
と

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
私
立

高
校
に
対
し
て
は
、
障
害
等
の
あ
る

入
学
志
願
者
へ
の
配
慮
を
県
か
ら
の

通
知
で
依
頼
し
て
お
り
、
各
校
に
お

い
て
、
別
室
で
の
受
験
、
問
題
冊
子

の
文
字
の
拡
大
、
面
接
時
間
の
延
長

な
ど
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
配
慮
が
な

さ
れ
て
い
る
。

（
原
山
教
育
長
）

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
志
願
者
の
選

抜
に
つ
い
て
は
、
在
籍
す
る
中
学
校

等
の
校
長
、
志
願
先
の
高
等
学
校
長

及
び
県
教
委
委
員
会
と
の
間
で
十
分

に
連
携
を
図
る
中
で
、
個
別
に
志
願

者
の
状
況
を
把
握
し
、
配
慮
を
実
施

し
て
い
る
。
具
体
的
な
配
慮
の
例
と

し
て
は
、
学
習
障
が
い
が
あ
り
、
細

か
い
文
字
を
書
く
こ
と
が
苦
手
で
、

狭
い
解
答
欄
に
記
入
す
る
こ
と
が
困

難
な
受
検
生
に
は
解
答
用
紙
を
拡
大

す
る
配
慮
や
、
緊
張
す
る
場
面
で
は

言
葉
を
発
す
る
の
が
苦
手
な
受
検
生

に
は
、
面
接
に
お
い
て
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
を
用
い
た
筆
談
や
面
接
時
間
の

延
長
の
配
慮
を
、
ま
た
、
大
勢
の
中

で
は
気
持
ち
が
不
安
定
に
な
っ
て
し

ま
う
受
検
生
に
は
、
別
室
で
の
受
検

や
、
座
席
の
配
慮
を
実
施
し
て
い

る
。
今
後
も
、
障
害
者
差
別
解
消
法

が
求
め
る
合
理
的
配
慮
の
提
供
を
念

頭
に
、
適
正
な
入
学
者
選
抜
を
実
施

し
て
い
く
。

（
増
田
県
民
文
化
部
長
）

　

平
成
24
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

お
り
、
平
成
31
年
３
月
末
ま
で
の

実
績
で
は
、
５
０
１
回
開
催
さ
れ
、

講
座
を
修
了
し
た
者
の
数
は
延
べ

１
２
８
３
４
名
と
な
っ
て
い
る
。
開

催
し
た
団
体
の
内
訳
は
、「
福
祉
施

設
及
び
福
祉
団
体
」
が
約
4
割
を
占

め
最
も
多
く
、
つ
い
で
市
町
村
、
住

民
団
体
と
な
っ
て
お
り
、
企
業
を
単

位
と
し
て
開
催
さ
れ
た
の
は
7
社
と

な
っ
て
い
る
。

（
林
産
業
労
働
部
長
）

　

発
達
障
が
い
も
含
め
た
障
が
い
者

雇
用
へ
の
企
業
の
理
解
促
進
は
、
大

変
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
た
め
、
産
業
労
働
部
と
し
て
、
求

人
開
拓
員
に
よ
る
企
業
訪
問
や
、
企

業
の
人
事
・
労
務
担
当
者
等
を
対
象

に
し
た
「
障
が
い
者
雇
用
普
及
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、「
長
野
県
発
達

障
が
い
者
支
援
対
策
協
議
会
」
に
お

い
て
、
今
年
度
の
実
施
方
針
の
一
つ

と
し
て「
企
業
に
対
す
る
理
解
啓
発
」

を
掲
げ
、
企
業
に
対
し
、
合
理
的
配

慮
を
含
む
発
達
障
が
い
へ
の
理
解
、

周
知
方
法
等
に
つ
い
て
議
論
を
深
め

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
発
達
障

が
い
へ
の
配
慮
の
状
況
や
実
例
の
把

握
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や

独
立
行
政
法
人
「
高
齢
・
障
害
・
求

職
者
雇
用
支
援
機
構
」
に
お
い
て
全

国
の
事
例
収
集
等
を
行
っ
て
お
り
、

例
え
ば
、
出
退
勤
時
刻
・
休
憩
・
休

暇
へ
の
配
慮
、
具
体
的
か
つ
簡
潔
な

業
務
指
示
、
執
務
中
の
サ
ン
グ
ラ
ス

や
耳
栓
の
着
用
許
可
等
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
産
業
労
働
部
と
し

て
も
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
機
構
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
取
組
事
例
の
普
及

な
ど
、
企
業
に
お
け
る
誰
も
が
働
き

や
す
い
職
場
づ
く
り
の
促
進
に
努
め

て
い
く
。

発
達
障
が
い
へ
の
配
慮
に

つ
い
て

３問
県
立
大
学
及
び
県
内
の
国
公

私
立
大
学
、私
立
高
校
の
入

学
試
験
に
お
け
る
発
達
障
が
い
者
へ
の

配
慮
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

問
県
立
高
校
の
入
学
試
験
に
お

け
る
配
慮
の
状
況
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。

問
発
達
障
が
い
に
つ
い
て
の
身

近
な
理
解
者
を
増
や
す
た

め
、「
発
達
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、

現
在
ま
で
の
実
施
状
況
及
び
実
績
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、

企
業
単
位
の
開
催
状
況
は
。

問
「
発
達
障
が
い
者
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
」
の
周
知
を
含

め
、
県
内
企
業
の
発
達
障
が
い
へ
の

理
解
促
進
に
あ
た
り
、
産
業
労
働
部

と
し
て
現
在
ど
の
よ
う
な
取
組
を
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ

う
な
取
組
を
し
て
い
く
の
か
。
加
え

て
、
県
内
企
業
に
お
け
る
発
達
障
が

い
へ
の
配
慮
の
状
況
、
把
握
さ
れ
て

い
る
実
例
が
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

問
県
を
含
む
18
団
体
で
「
ジ
ャ

パ
ン
ア
ル
プ
ス
サ
イ
ク
リ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
発
足
さ
れ
た

が
、
組
織
と
し
て
の
今
後
の
取
組
、

組
織
内
で
の
県
の
立
ち
位
置
、
ま
た

「
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
に
対
す

る
影
響
力
は
ど
の
程
度
か
。

梓橋が拡幅されます

平成３０年度発達障がいに関する実態調査結果

診断・判定されている児童・生徒数（県公立小・中・義務教育学校）
小学校 中学校 合計 対全体比（％）

１５年度 660人 176人 836人
２７年度 4206人 2146人 6352人
３０年度 5232人 2627人 7859人

内通常学級 2210人（42.2％） 1251人（47.6％） 3461人（44.0％）
内特別支援学級 3022人（57.8％） 1376人（52.4％） 4398人（56.0％）

医師の診断のある生徒数（県公立高等学校）
全日制 定時制 通信制 合計（対全体比）

１９年度 138人 46人 184人（0.36％）
２７年度 548人 210人 46人 804人（1.60％）
３０年度 901人 356人 56人 1313人（2.71％）
在籍する学校数 79校 17校 2校

※すべての高校に、発達障がいの診断のある生徒が在籍している。

議会広報委員に委嘱されました

会派結成記者会見


